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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・昨日より人事考課を実施している。日時の都合がつかないスタッフは小嶋まで報告をするように。

・6月からのカンファレンスでの勉強会は輪番制で行っていくこととする。担当と勉強内容については追って報告する。
・早期加算対象となる利用者様の4月分の経過録は前の担当者が作成していく。5月分からは新しい担当が作成していく。
・担当者が変更となった利用者様の記録用紙（表紙）を6月から変更できるように各自面談を実施すること。
・指示箋の確認を5/13までに担当（慶長JGM、藤田）で行っていく。
＜利用者様情報＞
・五日市　規　様～レクダンスに参加しておらず、確認すると「足の裏がムズムズする」と昨日同様の訴えあり。ムズムズ感について確認すると最近になり出来ていたのではなく、長期的に続いているとのこと。担当医から気にしないようにするよう指示があったと話しており、塗り絵等の作業療法や自身の好きなことや集中できることを行い、足のことを気にしないようにするよう伝えると「塗り絵は昔やったな」と話し、入院時の話をしている。また足が地面に着いているとムズムズ感を強く感じるとのことで、足をつけずに座るよう伝えると「わかりました」と返答している。今後も足の様子確認していき、訴えある際には傾聴し、必要時にはアドバイスをしていく。

・倉橋　生子　様～昨日処方薬が変更となっている。来所時表情の暗さが見られているが、他利用者やスタッフへの不満や以前亡くなられた利用者に関する発言は聞かれていない。本人から不満等の訴えが聞かれた際には、傾聴し本人の気持ちを受容しながら落ち着いて過ごせるよう関わっていく。

・古舘　正行　様～昨日帰荘時、「ダメダメ」等の独語が聞かれ、落ち着かない様子が見られており、来所時に状況を確認。来所以降上記同様の独語は聞かれず、静かにテレビや映画を見る等、落ち着いて過ごすことが出来ている。本人の言動に注意し、必要に応じて適時介入していく。
・鈴木　真知子様～来所後からデイナイトケア入口付近にいることが目立っており、入口の扉を開ける等の行動が見られている。スタッフから声をかけると、外に行きたいなどの希望が聞かれることは無く、「何でもないです」「大丈夫です」とのみ話している。来所時には本人の所在確認を徹底して行いつつ、外での作業を提供する等本人の希望に沿った関わりを行っていく。

＜外来情報＞
・久慈邦夫　様～便秘傾向とのことで、シンラックが調整となっている。

＜事例検討会＞

実施日：H28年5月5日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　担当チーム：馬場、石渡、戸賀沢

　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：慶長、藤田、斎藤、馬場

検討内容目標・計画の再検討

	氏名
	横町　浩様
	性別
	男
	年齢
	47
	生年月日
	S.44.3.13

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	1生活リズムの改善（身なりを整える・定期的な入浴や散髪の習慣化）
2運動の習慣化。
3人付き合いの場の参加(協調性を養う・孤立化を予防)
4注意・集中力の維持・改善。

	本人希望
	将来的には作業所を利用したい。

	入院歴
	計　　4回（最終：H11年8月　日～H12年1月　日）八戸市民病院

	通所歴
	　　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H13年5月19日～現在　　（週5回/月・火・水・木・金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅
	家族構成

父親と母親と3人暮らし

	利用制度
	精神障害者福祉手帳　2級
	年金　級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	将来的には作業所を利用したい。
	①再発しないためにも、病状の変化があった時は適切に対処する。
	①病状の変化があった時は、まずはスタッフに相談し、内服自己調整しない。
	①調子が悪い時は、服薬自己調整はせず、まずはスタッフに相談する。本人が病状の変化を自覚してない時は、スタッフから声を掛けて振り返りをする。

	
	②伝達力を向上する。
	②相手に伝わる話し方をする。
	②一方的に話し掛けるのではなく、声をかけてからゆっくりはっきりと話す。一方的な会話や対応が見られた際には状況を振り返り、声の掛け方や話し方のアドバイスをする。

	
	③健康を維持するために、体重を増やさないようにする。
	③体重80㎏を超えないように維持する。
	③運動プログラムへ参加し、大きく動く体を動かす。間食と水分の摂取状況をスタッフと一緒に振り返りを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①病状の変化があった時は、まずはスタッフに相談し、内服自己調整しない。
	現在病状や精神の不安定さはなく、落ち着いて過ごしている。体調についても疲労感等なく過ごすこと出来ていると話している。処方薬に関して担当医の指示通り服薬出来ているとのこと。(達成度100%)
	再発を予防し就労を続けていく為に、自身で体調変化に気付き対処していく必要性がある。本人と話し合い、どういった形で病状変化が起こるのか、どういった対処があるのかを確認していき、目標を立てていく事とする。

	②相手に伝わる話し方をする。
	以前に比べ話し掛ける時にどもることがなくなってきていると話しているが、一方的な話し掛けに関して改善できていないことも自覚している。早口でどもる様子見られている。ゆっくり焦らず話すよう伝えるとゆっくり聞きやすく話す事がある。　　(達成度50%)
	現在、他者交流でトラブルが起こることはない。本人も気にしている様子あるが、今後どうしていきたいかが不明な為、本人と話し合い、どのように変わっていきたいかを具体的に決めていく事とする。

	③体重80㎏を超えないように維持する。
	体重91㎏前後で経過している。運動プログラムでは、エアロビクスは休む事なく参加しているが体の動きが小さく、リズムから外れる事がある。30～40分かけて徒歩での通所を継続すること出来ている。間食や水分摂取の過多見られている。スタッフから間食控えるよう伝えているが実践は出来ていない様子。水分摂取に関しては以前より減ったと話しており、ガムを噛むなどの対処をしているとのこと。(達成度30%)
	現時点で目標を大きく上回る体重となっており、また本人が体重増加に対しどのような考えを持っているかが不明の為、本人と話し合い具体的な目標を立てていく事とする。

	
	現在「チョコクッキー八戸」を利用しており、長期目標を達成出来ている。本人から「デイケアと就労支援継続施設の両立を続け、将来的に一般就労を目指す」を長期目標としたいとの希望聞かれている。
	本人の希望に添い今後の長期目標とする。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアと就労支援継続施設の両立を続け、将来的に一般就労を目指す。
	①再発しないためにも、病状の変化があった時は適切に対処する。
	①病状の変化があった時は、まずはスタッフに相談し、内服自己調整しない。
	①調子が悪い時は、服薬自己調整はせず、まずはスタッフに相談する。本人が病状の変化を自覚してない時は、スタッフから声を掛けて振り返りをする。

	
	②伝達力を向上する。
	②相手に伝わる話し方をする。
	②一方的に話し掛けるのではなく、声をかけてからゆっくりはっきりと話す。一方的な会話や対応が見られた際には状況を振り返り、声の掛け方や話し方のアドバイスをする。

	
	③健康を維持するために、体重を増やさないようにする。
	③体重80㎏を超えないように維持する。
	③運動プログラムへ参加し、大きく動く体を動かす。間食と水分の摂取状況をスタッフと一緒に振り返りを行う。


